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研究主題 産業教育における個に応じた指導法の研究

Ⅰ 主題設定の理由

１ はじめに

日本の教育は、昭和50年代以降、ゆとりと個性を重視した教育へと転換した。ゆとりと個

性を重視した教育は、学習内容の精選と知育偏重から、新しい学力という流れで推移した。

平成４年には、新しい学力観に基づく自ら学ぶ意欲、基礎的・基本的な内容を重視し、個性

を生かす教育が打ち出され、知識･理解より関心･意欲･態度を重視する新しい評価観が生ま

れた。

平成８年７月の中央教育審議会第一次答申において、自ら学び自ら考える力である「生き

る力」の育成を目的に、教育内容の厳選と基礎・基本の充実を図り、児童・生徒一人一人の

個性を生かすための教育を推進することなどが提言された。この答申では、これからの学校

教育の在り方として、ゆとりの中で「生きる力」の育成を基本としており、横断的・総合的

な指導を行うために総合的な学習の時間が設けられ、完全学校週５日制の導入がなされた。

産業教育においては、平成10年７月の理科教育及び産業教育審議会の中で、生徒の多様化

に対応し、学習の選択幅をできる限り拡大し、生徒一人一人の個性を育て伸ばしていく教育

の展開や、各学校の創意工夫を生かした特色ある教育の展開など 「生きる力」の育成が答、

申された。このことは、新しい学力観及び評価観に基づき、能力・適性、興味・関心が多様

化する生徒の個性の伸長を図ることを一層重視するものとなっている。また、専門高校の教

育内容等に関しては、産業界で必要とされる知識や技術・技能の高度化等を踏まえ、完成教

育としての職業教育ではなく生涯学習の視点を踏まえた教育であるとされた。

これらの答申を踏まえ、平成11年３月に高等学校学習指導要領の全面改訂が行われ、平成

15年４月より年次進行により実施されている。

また、都立高校改革により、産業界のめまぐるしい変化や生徒の多様なニーズに応えるた

めに、既存の専門高校の改編を進め専門高校の個性化・特色化を進めていくと同時に、独自

の特色をもった産業高校、科学技術高校、総合学科高校及びチャレンジスクール等の新しい

タイプの専門高校の設置を進めている。

これまで専門高校では、学習指導要領の改訂や都立高校改革により、生徒の新しい学力観

及び評価観に基づき能力・適性、興味・関心を引き出すために、少人数授業や習熟度別授業

などの授業を展開するとともに、実験・実習等の授業で様々な工夫を重ねてきた。このこと

により、生徒の将来の進路に有用な知識や技術・技能が身に付き、自己実現を図れると考え

てきた。しかし、生徒の能力・適性、興味・関心、進路希望の多様化が一段と進み、生徒一

人一人の進路希望や学習希望等に対応し切れていない状況にある。

そこで本部会では、学習指導要領の趣旨や、専門高校の生徒の実態を踏まえ、主題を「産

業教育における個に応じた指導法の研究」と設定した。
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２ 研究の方法

本部会では、都立高校における「専門教育の課題」と専門高校が「期待する生徒像」を明

らかにするとともに、これら専門教育の課題を解決し、専門高校が期待する生徒像を実現す

、 。るための仮説を立て アンケート調査及び検証授業を行うことで研究を実証することとした

( ) 専門教育の課題1

現在の専門高校では、普通科高校よりも入りやすいといった消極的な理由で進学している

生徒も一部に見られる一方、大学進学を目指す生徒が増えている中で、様々な生徒の適性や

進路希望に応じる観点や、産業界が求める人材の育成の観点から、次の三点が教育課題とし

て考えられる。

ア 生徒・保護者への専門教育に関する理解が図れていない。

イ 専門教育を通じて、生徒の自己実現が図られていない。

ウ 専門高校が生徒の多様なニーズに対応できていない。

(2) 期待する生徒像

各専門高校における生徒の実態と専門教育の課題から期待する生徒像を次のように考え

た。

ア 専門教育に関する興味・関心・意欲をもち、努力する生徒

イ 自らが積極的に授業に参加し、自己実現を図る生徒

ウ 自ら学び自ら考える生徒

(3) 研究仮説

専門教育の課題と専門高校が期待する生徒像から、次の仮説を立てた。

生徒が専門教科の基礎的・基本的な知識や技術の学習到達度を継続的に自ら確認するた

めに 「自学・自習できる教材」や「プリント教材」を活用するとともに、生徒による自、

己評価や授業評価を行うなど、生徒に個に応じた指導の充実を図ることで、生徒一人一人

の能力・適性、興味・関心に対応した専門高校が期待する生徒が育成されるであろう。

(4) 具体的な研究の手だて

上記の仮説に基づき、アンケート調査を行い、次の手だてで研究を行った。

ア 専門教科・科目における適切な個に応じた指導法について検討する。

イ 少人数・習熟度別学習に対応する教材の開発と指導法を工夫する。

ウ 検証授業を通して、課題を検討し、指導法や評価方法を改善する。

具体的な研究の手だてを踏まえ、各専門学科では、次のテ－マを設定し、取り組むことに

した。

農 業：自己評価シ－トを活用した個に応じた指導法について

工 業：プリント教材を利用した個に応じた指導法について

商 業：自学・自習できる教材を活用した個に応じた指導法について

事例研究：情報系の教材を活用した個に応じた指導法について
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Ⅱ 調査研究

１ アンケートの目的

本部会では生徒が専門教科の基礎的・基本的な知識や技術の学習到達度を継続的に自ら

確認する個に応じた指導を行うためには、専門教育ではどのような指導形態や指導内容等が

効果的であるかを考えた。

そこで、生徒に対して「生徒が望む学習形態 「実施してほしい授業形態」等についてア」

ンケート調査を行った。また、授業を行う教員の考えを知る必要もあることから 「教員が、

望む学習形態 「生徒の学習方法」等についても調査を行った。」

２ アンケート調査対象及び回収状況

本調査は、教育研究員の所属する学校の学科の生徒2,449名や教員103名を対象に、平成16

年７月に実施した。アンケートの回収状況は、次のとおりである。

表 アンケートの回収状況

農業 工業 商業 合計

生徒 回答数(人) 161 863 1,425 2,449

割合 6.6% 35.2% 58.2% 100%

教員 回答数(人) 13 52 38 103

割合 12.6% 50.5% 36.9% 100%

３ アンケートの内容

本研究部会では、農業・工業・商業の合同部会であるため、各学科に共通した質問の内容

を設定し、各学校の現状が反映されるとともに、生徒及び教員が望んでいる学習形態や授業

形態について調査・分析できるような質問内容を設定した。生徒及び教員に対して、アンケ

ートの質問内容は集計結果とともに図１～６に示している。

生徒に対する質問内容は、①～⑤でどのような学習が必要か、⑥で実施して欲しい授業形

態、⑦では学校以外の学習時間について調査した。

教員に対する質問内容は、①～⑤で様々な個に応じた授業形態の必要性、⑥では教員が生

徒に望んでいる学習方法、⑦では実施する必要がある授業形態について調査を行った。

４ 集計結果

(1) 生徒用アンケートの結果

生徒がどのような学習形態を望んでいるか調べるために、①～⑤の質問で具体的な学習

形態を挙げて、調査を行った。質問項目とその結果を図１に示す。

質問①の「自分の学習内容の理解に応じた授業を受けたいですか？」の設問に対して、

約89%の生徒がＡとＢの肯定的な回答をしており、生徒は自分の学習内容の理解に応じた

授業を望んでいることから、個に応じた指導を望んでいることが分かった。

質問②と③の「わかるまで繰り返し学習」と「補習や発展的な学習」などの、より多くの
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作業や学習を伴う内容に対しては、Ｃ の否定的な回答の割合は質問①よりも増加してとＤ

いる。しかし、ＡとＢの肯定的な回答を合わせた割合は、それぞれ質問②で約77%、質問③

で約67%と高く、生徒の学習意欲は決して低くないことが分かった。

一方、質問④の「宿題」に対しては約71%の生徒が必要性を感じておらず、家庭等の学校

以外での学習意欲があまり高くないことが分かった。

質問⑤では「自学・自習できるプリントや教材」について調べた。質問④の調査では宿題

への期待度はあまり高くなかったが 「自学・自習できるプリントや教材」に対しては、Ａ、

とＢの肯定的な割合は約 であり、生徒は授業を補完するための自学・自習できるプリ67%

ントや教材による学習の機会を求めていることが分かった。

本研究では、仮説を立てた「自学・自習できるプリントや教材」を活用した生徒一人一

人の個に応じた指導法について生徒が求めており、実践する必要があると考えた。

個に応じた指導を行うためには少人数指導が有効な手段であると考えられるが、次の質

問⑥で生徒がどのような授業形態を望んでいるか調査をした。生徒に８種類の授業形態を示

し、その集計結果を図２に示す。

最も望まれているのは質問３の「興味や関心によるコース別の授業」であり、ＡとＢの

肯定的な回答は約84%でとても高い割合であった 次に質問２の 習熟度別 と質問４の 実。 「 」 「

験や実習を多く取り扱った授業」が高い割合となった。

逆にＡとＢの肯定的な意見が少なかったのは質問６の「ティーム・ティーチング」で、

ＡとＢの肯定的な回答が約46%であり、授業形態の中で最も低い割合であった。次に質問

５の「グループ学習」や質問７の「プリントや問題集」を用いた授業が低い結果となって

いる。

一方、質問８の「パソコンを使った授業」については約67%が期待しており、比較的高い

割合であった。本研究では、この点に着目し、農業、工業、商業で連携した事例研究に取

44.3%

29.6%

21.3%

5.7%

25.9%

44.3%

47.3%

45.9%

22.8%

41.3%

8.5%

17.5%

23.7%

38.7%

22.4%

9.1%

32.8%

10.5%

2.9%

5.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①自分の学習内容の理解に応じた授業を受けたいですか?

②わかるまで繰り返し学習したいと思いますか?

③補習(補充的な学習)や発展的な学習は必要と思いますか?

④宿題は必要だと思いますか?

⑤自学・自習できるﾌﾟﾘﾝﾄや教材があれば良いと思いますか?

A:とても思う B:そう思う C:あまりそう思わない D:そう思わない

図１ 生徒用アンケート質問①～⑤と結果
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り組んだ。

質問⑦では生徒の学習習慣を知るために、学校外での学習時間について調査を行った。

一日当たりと一週間当たりのそれぞれの学習時間について質問し、その集計結果を図３に

示す。

一日当たりの学習時間０時間は約56％、一週間当たり０時間が約48%であり、非常に多く

の生徒が学校以外では学習していない状況があり、家庭での学習の習慣が定着していない

ことが伺える。そこで本研究では 「自学・自習できるプリントや教材」を活用した生徒、

一人一人の個に応じた指導法の効果を高めるとともに、生徒の学習の習慣を身に付けさせる

ために家庭学習の定着を図る実践を行う必要があると考えた。

図３ 生徒用アンケート質問⑦と結果

⑦学校外での学習時間はどれくらいですか?

56.2% 8.0% 24.0% 7.1%
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0.8%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0時間 ～0.5時間 ～１時間 ～２時間 ～３時間 ～４時間 ～5時間 ５時間以上

1日当たり

48.2% 9.8% 13.4% 9.8% 9.7%
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3.3%

3.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0時間 ～１時間 ～3時間 ～5時間 ～7時間 ～10時間 ～20時間 20時間以上

1週間当たり

⑥以下の授業形態について，実施してほしいと思いますか?

29.8%

33.2%

46.8%

34.4%

25.1%

16.5%

23.2%

29.1%

37.9%

43.0%

36.8%

38.0%

36.1%

29.9%

39.7%

37.4%

22.4%

17.9%

11.9%

20.7%

28.5%

34.8%

26.1%

24.0%

9.9%

7.0%

10.3%

18.7%

11.1%

9.5%

4.5%

5.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.少人数制(単純分割)の授業

2.習熟度別(理解に応じた)の授業

3.興味や関心によるコース別の授業

4.実験や実習を多く取り扱った授業

5.グループ学習ができる授業

6.ﾃｨｰﾑﾃｨｰﾁﾝｸﾞ(クラスに2人以上の教員)の授業

7.ﾌﾟﾘﾝﾄや問題集などを使い自分のﾍﾟｰｽで解いていく授業

8.パソコンを使い自分のペースで問題を解いていく授業

A:とても思う B:そう思う C:あまりそう思わない D:そう思わない

図２ 生徒用アンケート質問⑥と結果
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(2) 教員用アンケートの結果

まず質問①～⑤で、教員が個に応じた指導を行うために、どのような学習形態や授業形

態を考えているかを調査した。質問した５種類の授業形態とその集計結果を図４に示す。

いずれの授業形態に対しても比較的高い割合で肯定的な回答をしており、教員が個に応

じた指導の必要性を感じていることが分かった 最も望まれている授業形態は質問③の 少。 「

人数制の授業」であり、ＡとＢの回答割合は約91%と非常に高い。また質問⑤の「補充的な

学習(補習)や発展的な学習」を必要としている回答が約89%と非常に高く、教員は補習など

を行うことで、生徒一人一人の個に応じた指導を行い、教員の責任を果たそうとする姿勢が

伺える。

一方、質問②の「ティーム・ティーチング」と質問④の「習熟度別」の授業形態につい

て、ＡとＢを回答している割合が他の授業形態と比べてやや低くなっている。

図４ 教員用アンケート質問①～⑤と結果

質問⑥では、教員は生徒たちが抱いている疑問点をどのような方法で解決して欲しいと考

えているか、調査した。質問⑥とその集計した結果を図５に示す。

質問１の「教員に質問する」と回答した割合が約98％と最も高く、教員が生徒の期待に

応えようとする積極的な姿勢が伺える。また、質問５の「参考書や問題集で調べる」の自

主的な学習についても、ＡとＢの肯定的な回答は約92%と非常に高い。質問４の「補習など

に参加する」も高く、質問⑤と同様に教員も補習の必要性を感じていることが分かる。質

問２の「友人に質問する」も比較的高い割合であり、生徒たちの自主的な学習活動の重要

性を感じていることが伺える。

一方、質問７の「塾など学校以外のところで教えてもらう」のＡとＢの肯定的な回答は

約32%と非常に低く、学校での学習を基本にしていることが分かった。

質問６の「インターネットで調べる」については、Ｂの回答は多いもののＡの割合は低

く、学習にインターネット等の活用の有効性を感じつつも、積極的に利用することを望む

教員はあまり多くないことが分かった。
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9.8% 1.0%

1.0%

1.0%

1.9%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①「個に応じた指導」は必要だと思いますか?

②「ﾃｨｰﾑ・ﾃｨｰﾁﾝｸﾞの授業」は必要だと思いますか?

③「少人数制の授業」は必要だと思いますか?

④「習熟度別の授業」は必要だと思いますか?

⑤「補充的な学習(補習)や発展的な学習」は必要だと思いますか?

A:とても思う B:そう思う C:あまりそう思わない D:そう思わない
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質問⑦では個に応じた指導を行うためには、教員がどのような授業形態が有効と考えて

いるかを調査した。調査した８種類の授業形態とその集計結果を図６に示す。最もＡの割

合が多かったのは、質問１の「少人数制(単純分割)の授業」であった。図２に示した生徒の

意見では「少人数制の授業」は肯定的な回答があまり多くなかったことから、生徒と教員の

意識には差があると考えられる。

「習熟度別(理解に応じた)の授業 「興味や関心によるコース別の授業 「実験や実習を」 」

多く取り扱った授業」は、ＡとＢを回答した肯定的な意見は多かった。

52.5%

29.8%

23.2%

43.3%

50.5%

25.5%

4.3%

45.5%

57.4%

35.8%

41.2%

41.2%

56.1%

27.7%

11.7%

36.8%

11.3%

7.2%

15.3%

54.3% 13.8%

2.0%

3.1%

1.0%

4.1%

4.2%

1.1%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1. 教員に質問する。

2. 友人に質問する。

3. 保護者などに質問する。

4. 補習などに参加する。

5. 参考書や問題集を調べる。

6. ｲﾝﾀｰﾈｯﾄで調べる。

7. 塾など学校以外のところで教えてもら
う。

A:とても思う B:そう思う C:あまりそう思わない D:そう思わない

7. 塾など学校以外のところで教えてもらう。

⑥生徒たちが抱いている疑問点について，どのような方法で生徒たちに解決して
　 ほしいと思いますか?

4.3%

⑦以下の授業形態につ い て ，実施す る 必要があ る と思い ま す か?

42.6%

34.0%

32.0%

35.1%

21.0%

23.0%

16.7%

18.8%

43.6%

46.0%

54.0%

55.7%

53.0%

54.0%

52.1%

35.4%

12.9%

17.0%

12.0%

8.2%

23.0%

22.0%

27.1%

37.5% 8.3%

4.2%

3.0%

1.0%

1.0%

2.0%

3.0%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 1. 少人数制(単純分割)の授業

 2. 習熟度別(理解に応じた)の授業

 3. 興味や関心によるコース別の授業

 4. 実験や実習を多く取り扱った授業

 5. グループ学習ができる授業

 6. ﾃｨｰﾑﾃｨｰﾁﾝｸﾞ(クラスに2人以上の教員)の授業

 7. ﾌﾟﾘﾝﾄや問題集などを使い自分のﾍﾟｰｽで問題を解いていく授
業

 8. パソコンを使い自分のペースで問題を解いていく授業

A:とても思う B:そう思う C:あまりそう思わない D:そう思わない

⑦以下の授業形態について，実施する必要があると思いますか?

7. ﾌﾟﾘﾝﾄや問題集などを使い自分のﾍﾟｰｽで問題を解いていく授業

図５ 教員用アンケート質問⑥と結果

図６ 教員用アンケート質問⑦と結果
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一方、質問５の「グループ学習」や質問６の「ティーム・ティーチング」は比較的Ａの積

極的な意見は少なく、これは生徒のアンケート結果も同様で、生徒と教員ともに積極的に

は望んでいないようである。

５ アンケート分析のまとめ

本アンケートから、生徒一人一人に対して個に応じた指導を行うための専門教育における

学習形態や授業形態について、次のことが明らかになった。

〈生徒のアンケート結果〉

( ) 多くの生徒は「自分の学習内容の理解に応じた授業」を受けたいと考えている。また、1

「わかるまで繰り返し学習 「補充的な学習（補習）や発展的な学習 「自学・自習でき」 」

るプリントや教材」の必要性を感じている。これらのことから生徒は学習への意欲が高い

ことが伺える。しかし 「宿題」の必要性を感じていないことから家庭等での学習意欲は、

高くないことから、学習習慣の定着を図る必要がある。

( ) 授業形態では、多くの生徒は「興味や関心によるコース別の授業 「習熟度別(理解に2 」

応じた）の授業 「実験や実習を多く取り扱った授業」を望み、それぞれの形態が個に応」

じた指導をするために有効な授業形態であると認識している。

〈教員のアンケート結果〉

( ) 教員は個に応じた指導の中でも、特に「少人数制の授業 「補充的な学習（補習）や発1 」

展的な学習」が必要であると考えていることが分かった。

( ) 授業形態では 少人数制 単純分割 の授業 興味や関心によるコース別の授業 実2 、「 （ ） 」「 」「

験や実習を多く取り扱った授業」を適切な授業形態であると認識している。

〈生徒と教員の意識の比較〉

生徒用の質問⑥（図２）と教員用の質問⑦（図６）の調査内容は同じであることから、結

果を比較することで、次のようなことが分かった。

質問２「興味や関心によるコース別の授業 、質問３「習熟度別の授業 、質問４「実験」 」

」 、 。 、や実習を多く取り扱った授業 等の授業形態の必要性を生徒 教員ともに望んでいる 一方

質問５「グループ学習ができる授業 、質問７「ティーム・ティーチング（クラスに２人以」

） 」 、 、 。上の教員 の授業 については 生徒 教員ともに積極的には望んでいないことが分かった

以上の結果から本研究の仮設で考えたとおり、生徒は「自分の学習内容の理解に応じた授

業」を受けたいと考え 「わかるまで繰り返し学習 「補充的な学習（補習）や発展的な学、 」

習 「自学・自習できるプリントや教材」の必要性を感じていることを分析することができ」

た。

生徒に興味・関心をもたせ、理解を助ける手だてとして「自学・自習できる教材」や「プ

リント教材」を活用し、生徒による自己評価や、授業評価を行うことで、自ら学び自ら考え

る姿勢が育成されるとともに、授業改善に生かされ個に応じた指導につながると考え取り組

むこととした。
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Ⅲ 実践事例１ 農業教育における個に応じた指導法の研究

－自己評価シ－トを活用した個に応じた指導法について－

１ はじめに

、 。農業高校に進学してくる生徒は 幼少の頃より園芸や食品などの農業に興味をもっている

しかし、農業高校で学ぶ生徒の中には、農業に興味・関心がない生徒や、普通科高校よりも

入学しやすいといった消極的理由で進学してくる生徒もいる。このため、農業に関する学習

への興味・関心が低い生徒や、基礎・基本の学力に課題のある生徒もいる状況がある。

この多様な生徒に対して農業教育を通して、生徒一人一人が積極的に自ら学ぶ姿勢を身に

付け、授業に取り組むことができるよう、生徒自身の能力・適性、興味・関心及び進路希望

に応じた指導をしていくことが必要である。

２ 課題把握までのプロセス

教科「農業」の学習は、教室での学習活動、専門実験室での実験、農場での実習などの多

様な学習活動や、クラス、班、個人など多様な指導形態がある。

そのため、生徒の学習理解度や到達度の把握は、実験・実習に沿ったレポート、作品、ノ

ートや、定期考査などの様々な観点から行っている。しかし、各単元での評価規準が明確に

なっていないことから、４観点に基づいた評価が十分に行われず、学習過程のつまずきやそ

の原因、単元ごとの学習状況を把握できていない。

調査研究で行ったアンケートの結果から、生徒用質問①の「自分の学習内容の理解に応じ

た授業を受けたいですか？」に対し、約 の生徒がＡとＢの肯定的な回答をしている。89%

生徒は自分の学習内容の理解に応じた授業を望んでいることから個に応じた指導を望んでい

ることが分かった。そこで、能力・適性、興味・関心などが多様な生徒の実態に即し、個に

応じた指導を行うために「自己評価シート」を活用することにした。

自己評価シートの活用

生徒の学習理解度を把握するとともに、授業の工夫・改善を図るための資料とすることを

目的に、生徒による「自己評価シート」を活用する。自己評価シートの各項目に対して、Ａ

、 、 、 、－理解できた Ｂ－少し理解できた Ｃ－あまり理解できなかった Ｄ－理解できなかった

の４段階で回答するように作成する。

ア 目的

(ｱ) 授業のねらいや目標が確実に伝わるようにする。

(ｲ) 生徒の理解度を確認し、今後の授業改善に活用する。

(ｳ) 生徒に自己評価をさせることで、自ら学び自ら考える姿勢を育成する。

イ 実施方法

(ｱ) 授業開始時に本時の授業の目標を説明した上で、授業終了時に実施し、授業の内容

をどれくらい理解できたのかを確認する。

(ｲ) 評価規準を設定し、評価を明確にする。
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３ 改善に向けた取り組み

( ) Ａ農業高校における検証1
本研究で行った生徒のアンケート結果から多くの生徒が「自分の学習内容に応じた授業が

受けたい 「わかるまで繰り返し学習したい 「補充的な学習（補習）や発展的な学習が必」 」

要だと思う」と回答しており、個に応じた指導を求めていることが伺える。

そこで、図４の学習指導案に示すように、本時のまとめの時間に自己評価シートを活用し

た授業を行うことを考えた。このことで、生徒一人一人が学習達成度を継続的に確認し、生

徒自身が達成感や充実感を体験し、自ら学び自ら考える姿勢を育成するとともに、教員は生

徒一人一人の学習達成度を確認することで、授業改善に生かすことができると考えた。

ア 第１回目の検証授業

授業開始の出席点呼時に自己評価シートを渡し 今、「

日は、最後に皆さん自身がこの授業での自己の様子

を省みてもらい、答えてもらいます」と説明してか

ら、授業を始めた。最後の自己評価シートに回答す

るところでは、生徒は設問に自問自答しながら回答

していた。また、教員もこの自己評価シートの回答

から、生徒一人一人の学習理解度・到達度を知るこ

図１ ダイコンの播種を行っている様子とができた。

イ 第２回目の検証授業

第２回目の検証授業では、次の２点の授業改善を

行った。１点目は本時でも授業開始の出席点呼の直

後に「今日も自己評価シートに皆さんの授業での様

子を皆さん自身で省みてもらい答えてもらいます。

この自己評価シートは、教員の私自身も皆さんがど

こまで理解できたのか、参考にさせていただきます。

また、皆さん自身もどこまで理解できたか、どこが

分からなかったのかを把握することができます。今日 図２ 発芽後のダイコンの観察

。」 、 。は先に設問内容をいいます と話して 以下に設問内容を読み上げてから授業を始めた

学習の理解に時間の要する生徒に対して授業開始前に、本授業でのポイントとなる点を前

もって説明した。

自己評価シート ダイコ２点目は図５に示すように第１回 設問⑦「

ンの性質を理解できた」の肯定的な評価が少ないことに着目し、

手帳用シールを考えた。農場では、プ生徒の理解を助けるために

リントの配布よりも、生徒が常に携帯している手帳に貼り付けられ

る手帳用シールが生徒の理解を助ける教材として適切であると考え

た。本授業でのポイントとなる初生皮層の図示されたシールを手帳

に貼ることで、生徒の理解度を高められたことが、図５の第２回自

己評価シート設問⑪、生徒の自由意見の回答からも分かる。 図３手帳用シール
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図４ 第１回目検証授業の学習指導案

「農業科学基礎」① 科 目 名

② 授 業 単 元 ダイコン

③ 授業 の構想 ダ イ コ ン の 播 種 を 通 し て植物栽培の基本的知 識・技術の習得をめざ

し 、 自 己 評 価 シ ー ト を 用 い て 、 生 徒 一 人一人の学習状況を把握し、

個々の生徒の学習状況に応じた授業を行う。

対 象 生 徒 芸科学科 第１学年 ３ ６名④ 園

園芸が好きで意欲的な生徒が多い。⑤ 生徒の様子

しかし、中には基礎学力が十分でない生徒もいる。

⑥ 方 法 授 業 開 始 時 に 自 己 評 価 シ ー ト を 用 い る こ と を 生 徒 に 伝 え 、 本 時 授 業の

の 目 的 と と も に 自 己 評 価 す る 項 目 内 容 に つ い て も 伝 え る 。 授 業 終 了 時

に自己評価アンケー トに記入させる 。

ア 知的好奇心 ・探究心の高揚⑦ 本時の目的

イ 播種を通して主体的な思考力、判断力の育成

⑧ 評価規準例 （重複する評価規準の観点は優先度の高い項目に入れてある。 )

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

・ 本 時 の 学 習 内 容 を 理 ・ 播 種 が 丁 寧 に で き て ・ 種 子 の 姿 、 播 種 の 畑 ・ マ ル チ の 働 き を 理 解

解 し 、 記 録 し よ う と し いる 。 の 環 境 を 正 確 に 記 録 している 。

ている 。 ・ 本 時 の 実 習 を 振 り 返 している 。 ・ 種 子 の 形 状 を 理 解 し

・ 積 極 的 に 取 り 組 む よ り 学 習 内 容 を 確 認 で ・ 覆 土 を 適 当 な 厚 さ に ているか 。

うに心がけている 。 きている 。 している 。 ・ ダ イ コ ン の 性 質 を 理

・ 積 極 的 に 片 付 け る よ ・ 正 し く 自 己 評 価 が で ・ 播 種 を 正 確 に 丁 寧 に 解できている 。

う心がけている 。 きている 。 記録できている 。

⑨ 学習指導案

指導内容 学習活動 指導上の留意点 評価

・ 本 時 の 学 習 目 ・ 本 時 の 学 習 目 標 と 内 ・ 本 時 の 内 容 を 理 解 さ ・ 本 時 の 学 習 内 容 を 理導

標 と 内 容 の 説 容 を 理 解 す る （ ダ イ せ る （ ダ イ コ ン の 播 種 解 し 、 記 録 し よ う と し て入

明 コ ン の 播 種 時 の 注 意 時の注意点 ） いる 。10
分 させる (関心・意欲・態度）点 ） ・手帳に記録

・手帳に記録する ・ 自 己 評 価 シ ー ト の 活

用方法を理解させる 。

・ 播 種 の 目 的 と ・手順を確認する 。 ・ 播 種 時 の 種 子 の 位 置 ・ 最 適 な 間 隔 で 種 子 が

作 業 手 順 の 説 を確認させる 。 置 か れ て い る 。 (思 考

明 ・ 播 種 時 の 注 意 点 を 確 ・ 播 種 時 の 注 意 点 を 確 ・判断 ） (技能 ・表現 ）

認する 。 認させる 。

・ 覆 土 の 厚 さ を 確 認 さ展

せる 。

・ マ ル チ の 働 き を 理 解・ マ ル チ の 役 割 を 理 解 ・ マ ル チ の 役 割 を 理 解

し て い る （ 知 識 ・する 。 させる 。 。

開 理解）

・種子を観察する。 ・ 種 子 の 形 状 を 理 解 さ ・ 種 子 の 形 状 を 理 解 し

せる。 て い る （ 知 識 ・ 理。

解）

・播種を行う。 ・ 発 芽 し や す い 厚 さ の ・ 発 芽 し や す い 厚 さ の

覆土をさせる。 覆土をしている 思。（

考 ・ 判 断 （ 知 識 ・33 ）

）（ ）理解 技能・表現

・ 記録する 。 ・ 正 確 に 丁 寧 に 記 録 さ ・ 正 確 に 丁 寧 に 記 録 さ分

せる 。 れ て い る 。 （ 技 能 ・ 表

現 ）

・ 片付け ・道具を片付ける 。 ・片付けを促す 。 ・ 積 極 的 に 片 付 け る よ

うに心がけている 。

（関心 ・意欲 ・態度 ）

・ 本時のま とめ ・ 本 時 の 学 習 内 容 を 再 ・ 本 時 の 学 習 内 容 を 再 ・ 本 時 の 実 習 を 振 り 返 り

確認する 。 確認させる 。 学 習 内 容 を 確 認 し てま

いる 。 （知識 ・理解 ）と

（ 思考 ・ 判断 ）め

・ ダ イ コ ン の 性 質 を 理 ・ ダ イ コ ン の 性 質 を 理 ・ ダ イ コ ン の 性 質 を 理 解

解する 。 解させる 。 する 。 （ 知識 ・理解 ）７

・ 本 時 の 実 習 を 省 み て ・ 自 己 評 価 シ ー ト に 記 ・ 正 し く 自 己 評 価 が で き分

自己評価をする 。 入させる 。 ている 。 （思考 ・判断 ）
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ウ 各回の検証授業後の対応

教員は生徒の提出した自己評価シートをすぐに点検し、学習理解度を把握するようにし

。 、 、 。 、た 到達度に課題のある生徒には 放課後に時間を設定し 個別に指導を行った さらに

学習内容が十分理解できている生徒にはレポート返却時に発展的な内容のコメント・参考

資料を添えた。

( ) 検証授業の結果2

「自己評価シート」の結果は、第１回目に比べ、第２回目はＡ図５や図６に示すように

とＢの肯定的な回答数が多くなっている。そのことからも導入で授業でのポイントとなる点

。 、 、 「 」 、を前もって説明することの成果が分かる 特に 第１回 第２回の 自己評価シート には

４問の同一設問を用意した。その内の設問「ダイコンの性質を理解できた （知識・理解）」

では、第１回と比べて第２回はＡの肯定的な回答数が２倍に増加し、ＣとＤの否定的な回答

図５ 自己評価シートの質問項目と「自己評価シート」の集計結果

質問項目と「自己評価シート」の集計結果

最初の２項目と最後の２項目（自由意見除く）は第１回、第２回で同じ質問項目である

・そうである、 ・ややそうである、 あまりそうではない、 そうではない自己評価：Ａ Ｂ Ｃ・ Ｄ・

自己評価シート第１回 関心 評価の観点

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ意欲 思考 知識 技能

態度 判断 理解 表現

① ○ １３ １９ １ １本時の学習内容を理解し、 記録した

② ○ １３ １９ １ １積極的に取り組むようようこころがけた

③ ○ ○ ２６ ８種子を決められた位置に置くことができた

④ ○ ○ ○ １７ １５ ２覆土の厚さをもっとも適当な厚さにできた

⑤ ○ ○ ３ １８ １２ １種子の姿、播種の畑の環境を正確に記録できた

⑥ ○ １５ １３ ５ １マルチの働きを理解できた

⑦ ダイコンの性質を理解できた ○ ４ １４ １２ ４

⑧ ○ ○ ○ ６ １９ ５ ４本時の実習をふりかえり学習内容を確認できた

⑨自由意見 （人数）
ちゃんと育って欲しい（４ 、早く大きくなってほしい（２ 、 台風が心配です（１）） ）

自己評価シート第２回 関心 評価の観点

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ意欲 思考 知識 技能

態度 判断 理解 表現

① ○ １１ ２１ ４本時の学習内容を理解し、 記録した

② ○ １１ ２２ ３積極的に取り組むようようこころがけた

③ ○ ７ １９ ９ １第一葉、第二葉、第三葉の違いが確認できた

④ ○ １２ １８ ４ ２初生皮層は確認できた

⑤ ○ ○ １０ １７ ６ ３初生皮層のシールの使用法を理解して利用できた

⑥ ○ ○ １２ １６ ８ﾀﾞイコン全体の姿を正確に記録した

⑦ ○ ８ １６ ９ ３播種後、約１ヶ月葉の枚数、ダイコンの直径を理解できた

⑧ ○ ９ １６ ８ ３ダイコンの性質を理解できた

⑨ ○ ○ ○ １２ １５ ９本時の実習を振りかえり学習内容を確認できた

⑩「生徒評価シート」についての自由意見 （人数）
問題点がはっきりして良い（３ 、やった方が良い（３ 、面倒（１ 、やらなくていい（１）） ） ）

⑪「初生皮層のシール（手帳用シール 」についての自由意見 （人数））
便利（１ 、どんどんやって欲しい（３ 、特徴がわかってよい（１ 、役に立つ（１ 、わかりやすい（１）） ） ） ）

生徒数は３６名であり、回答数は第１回３４（欠席２ 、第２回３６（欠席０）である。）
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図６ 自己評価シート質問項目の比較

第１回、第２回で共通の４設問について、グラフを用いて比較する。
設問 本時の学習内容を理解し、記録した

２回目の設問回答ではＤ「そうではない」が０％
になり、学習内容を理解しようとする姿勢を見ること
ができる。

これは、自己評価シートを用いる２回目の授業
開始時に、自己評価シートに示してある設問内容
を明確に説明し、作業に入らせたことにより、生徒
に学習目的が把握されたことが伺える。

しかし、Ａ「そうである」が減少し、C「あまりそうで
はない」が増加していることから、継続的に評価活
動を行っていく必要がある。

設問 積極的に取り組むようようこころがけた

生徒は、自己評価シートに本授業時における自
己の姿勢を問われることを意識し、手帳に丁寧に
記録し、レポートも詳細に記していたなど積極的に
授業に取り組む姿勢が見られた。このことから２回
目にＤ「そうではない」の評価の生徒がいなくなっ
たことが分かる。

設問 ダイコンの性質を理解できた

２回目では、Ａ「そうである」が２倍に増え、C「あ
まりそうではない」・D「そうではない」が減少した。
これは栽培途中でダイコンの性質を理解するとい
うことは難しいことではあるが、生徒が管理して栽
培しているダイコンが成長するにつれて、興味・関
心を強くもったからと考えられる。

また、教員がダイコンの性質について繰り返し、
学習のポイントを説明するとともに、手帳用シール
などの教材の工夫が生かされたためと考えられ
る。

設問 本時の実習を振りかえり学習内容を確認できた

Ａ「そうである」が１８％から３３％に増え、Ｄ「そう
ではない」の回答が１２％から０％になっていること
から大きく変化したことが分かる。

これは、生徒が自己評価シートを活用すること
で、学習内容を確認することができるようになると

生徒一人一人の学習の理解度や到達度ともに、
を確認することができたからと考える。

自己評価シートの共通設問の全体を通しての比較

Ａ「そうである」が２５％から３０％に増えていると
ともに、Ｄ「そうではない」の回答が７％から２％に
減少している。

また、自己評価シートの活用により、授業のねら
いが明確となり、積極的に授業に参加するようにな
ってきていることが、自由意見の記載からも分か
る。

Ａ
38%

Ｂ
56%

Ｃ
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Ｄ
3%

第１回

Ａ
31%

Ｂ
58%

Ｄ
0%

Ｃ
11%

第２回
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15%
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26%
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14%

Ｄ
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Ｂ
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Ａ
30%

Ｃ
17%

Ｄ
2%

Ｂ
51% 第２回
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数が減少した。

これは、生徒が学習目的を理解できるよう「自己評価シート」に本時のねらいを明確に示

すとともに、教員が第１回目の結果から課題を分析し、教材や指導法の工夫を行ったからで

あると考えられる。

生徒は「自己評価シート」の質問項目を活用して自己評価することで、生徒一人一人が学

習理解度や到達度を確認する手助けとなることが 問題点がはっきりして良い」、自由意見の「

等の 分かった。記載から

教員は「自己評価シート」を作成する過程で授業のねらいを整理し、授業の導入時で生徒

に本時のねらいを明確に説明することで、生徒は学習のねらいを確実に受け止められたこと

から主体的に学習活動を行うことができた。また、教員は生徒一人一人の学習の理解度や到

達度を確認することが容易になり、次時の授業改善に生かすことができた。

( ) 考察3

自己評価シート」の導入は、生徒一人一人がその時間に行った学習活動生徒にとって「

をチェックしながら記入することにより、生徒自身が理解し習得できた領域を確認するとと

もに、自己の問題点を明確にすることができる。また、生徒一人一人が評価を行うことで自

己評価能力が高まり、生徒が自己の学習を振り返るきっかけともなった。

教員は生徒の「自己評価シート」を基に、生徒の理解度や到達度を把握するとともに、学

習の理解に時間を要する生徒については、どこでつまずいたか、どこが分からないのか問題

。 、 「 」 、点を把握することができる また 授業観察や 自己評価シート の結果から課題を分析し

教材や指導法の工夫を行うことで授業改善に生かすことができる。

４ 今後の課題

農業高校ではほぼ全科目が少人数制、ティーム・ティーチング、あるいは生徒の興味・関

心に応じた類型の授業を展開している。この体制の中で、個に応じた指導の一層の充実を図

るには、教員が生徒に授業のねらいを分かりやすく示し、生徒一人一人の学習状況を確認し

ながら授業改善することが大切である。

生徒の中には「自己評価シート」を読むこと、記入することに面倒さを感じる生徒や、自

己評価が正しくできない生徒がいる。これらの生徒については、このシートの目的とその活

用方法について、継続した説明、細やかな個別の対応を進めていく必要がある。

限られた指導時間に効率良く、個に応じた指導の一層の充実を図るために、今回検証した

「自己評価シート」を継続的に学習活動に生かせるよう、指導計画に位置付けた実践を続け

る必要がある。
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Ⅳ 実践事例２ 工業教育における個に応じた指導法の研究

－プリント教材を利用した個に応じた指導法について－

１ はじめに

工業高校では実習や課題研究などの実技科目において、クラスを班分けしたり、生徒の希

望によりグループ分けをしたりするなど、少人数による個に応じた学習指導がすでに行われ

ており、一定の成果を上げている。このことを踏まえて、座学形態の授業においても、個に

応じた指導を行うことができないか検討することにした。

２ 課題把握までのプロセス

様々な生徒の適性や進路希望に対応するとともに、産業界が求める人材の育成を図ってい

く観点から、専門教育を充実する必要がある。技術者として生涯にわたり専門性を高めてい

くために必要な意欲・態度や知識・技能を身に付け、技術革新に主体的に対応できるように

するため、生徒の主体的な学習を促す教材や指導方法を工夫する必要がある。

本研究での生徒に対して行ったアンケート結果によると「プリントや問題集などを使い自

分のペースで問題を解いていく授業」という質問に対して約 ％の生徒が肯定的な回答を63

していることに着目し、座学形態の授業においてプリント教材を取り入れることとした。

( ) 個に応じたプリント教材による指導法1

普段の授業で取り組みやすい「個に応じたプリント教材」を作成し実施することとした。

ア プリント教材の考え方

プリント教材は、授業又は単元を終えた段階で生徒の理解を確かめるときに実施する。

プリントの作成にあたっては、生徒が自分の理解度に応じて問題を解答できるように配慮

。 、 、 。する 難易度については ３段階に分類し 全員が２段階まで理解することを目標とする

１段階－初歩的で最低限理解してほしい内容

２段階－その単元の目標に当たる内容

３段階－発展的な内容

プリント学習に取り組んだ結果、１・２段階まで理解した生徒には、３段階の問題に取

り組ませる。また、ある生徒が一つの問題について、３段階まで理解したが、別の問題は

１段階までしか理解できていない場合も考えられる。そこで教員は、このような実施結果

を集計し、生徒が学習内容をどこまで理解しているかを把握するとともに、今後の個に応

じた指導に向けた授業の工夫・改善に生かすことにした。

イ プリント教材作成にあたっての留意事項

プリント教材作成にあたっては、１枚のプリントに１・２・３段階のすべての問題を載

せることにした。生徒はプリント教材を１段階から順番に取り組むことにより、自己のつ

まずきを把握し、教員は生徒の理解度を確認することができる。このことから、１枚のプ

リントに１・２・３段階すべての問題を載せることが必要であると考えた。

また、生徒がノートとプリントを日頃から整理しておくことにより、授業内容を振り返

り、今後の学習などに役立てられるようにするため、プリント用紙の大きさについては、
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ノートサイズのＢ５判又はＢ４判よりも、少し小さ目にして、生徒がプリントをノートに

貼って整理できるようにした。

( ) 自己評価シートの活用2

生徒の学習理解度を評価するとともに、授業の工夫・改善を図るための資料とすることを

目的に、生徒による「自己評価シート」を取り入れることとした。自己評価シートの各項目

に対して、Ａ－理解できた、Ｂ－少し理解できた、Ｃ－あまり理解できなかった、Ｄ－理解

できなかった、の４段階で回答するように作成する。

ア 目的

(ｱ) 授業のねらいや目標が確実に伝わるようにする。

(ｲ) 生徒の理解度を確認し、今後の指導に反映させる。

(ｳ) 生徒に自己評価をさせることで、自ら学び自ら考える姿勢を育成する。

イ 実施方法

(ｱ) 授業開始時に本時の授業の目標を説明した上で、授業終了時に実施し、授業の内容を

どれくらい理解できたのかを確認する。

(ｲ) 評価規準を設定し、評価を明確にする。

３ 改善に向けた取り組み

(1) Ａ工業高校における検証

プリント教材を実施し、その効果を検証するにあたっては、Ａ工業高校の電気科第２学年

の生徒を対象にした。検証授業は、電気・電子系の基礎的な科目の「電気基礎」とした。

( )「電気基礎」について2

電気・電子系において基礎的な科目である「電気基礎」は、電気現象を理解し、これを定

量的に扱うことを学ぶ。また、電気的な量の意味と、その量の相互関係を理解し、実際に活

用する能力と態度を養うことを目標としている。さらに 「電気基礎」は電気系の他の専門、

科目を学んでいく上で、基礎となる重要な科目である。

( ) Ａ工業高校での履修単位数と授業形態3

「電気基礎」の性質から、各工業高等学校においては第１・２学年で履修させる学校が多

。 、 、 、 。い Ａ工業高等学校においては 第１学年で４単位 第２学年で２単位 計６単位履修する

授業の形態としては、第１・２学年ともに１クラスを出席番号で２班に分けた少人数授業

で行っている。

( ) 検証授業の方法4

プリント教材の効果をみるため、次のように指導方法を変えて、比較対象の検証授業を４

回行った。

第１回 第２回 第３回 第４回
指 ・静電気 ・点電荷 ・電束 ・電束密度に関する基礎
導 ・帯電現象 ・静電気に関するクーロ ・電束密度 計算
内 ・静電誘導 ンの法則
容 ・静電力

指 前半 ・自己評価シートの活用 ・プリント教材の活用
導 の班 ・自己評価シートの活用

方 後半 ・演示実験 ・プリント教材の活用 ・プリント教材の活用・自己評価シートの活用
法 の班 ・プリント教材の活用 ・自己評価シートの活用 ・自己評価シートの活用

・自己評価シートの活用
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( ) １回目の検証授業5

次のような学習指導案により、プリント教材を活用した授業を実施した。演示実験、プリ

ント教材の活用が、生徒の個に応じた指導に有効であることを検証することが目的である。

また、授業後に生徒による自己評価シートを活用した自己評価を実施しすることでその効果

を確認することにした。

ア 学習指導案

学習指導案
【科 目】 電気基礎

【単 位 数】 ２単位

【本科目のねらい】 電気に関する基礎的な知識と技術を習得させ、実際に活用する能力と態度を育てる。

【授 業 形 態】 １クラスを２班に分割

【授 業 ク ラ ス】 電気科第２学年１組 後半の班 １３名

【実 施 日 時】 平成１６年９月３０日（木） 第５時限目 １３：２５～１４：１５

【単 元】 静電気

【本時のねらい】

・静電気の導入として、帯電現象、静電誘導、静電力について理解させる。

・異なる物質同士をこすり合わせると静電気が起こり、帯電した物体間では空間を隔てて力が働くこと及び静電気

と電流は関係があることを見い出す。

【評 価 規 準】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

本時の学習内容に関心を 静電気に関する諸問題の解 静電気に関する基礎的な技 静電気に関する基礎的な知

もち、意欲的に授業に取 決を目指し、基本的な知識 術を身に付け適切に処理す 識を身に付け、工業の意義

り組でいる。 を活用し適切に判断してい るとともに、その成果を的 や役割を理解している。

る。 確に表現する。

【指 導 法 の 工 夫】

・生徒による自己評価を取り入れ、授業後に自己評価シートを実施し、生徒の理解度・到達度を確認する。

・生徒が積極的に授業に取り組める展開にする。

・ 個に応じたプリント教材」に取り組むことにより、本時の授業の理解度を確認する。「

・生徒間での教え合いを促し、互いに良い影響を受けるような内容を取り入れる。

指導内容 学習活動 指導上の留意点 評価
・静電気 ・教員による演示実験を観察 ・はく検電器を用意し、金属 ・演示実験の現象

し 静電気をイメージする 板に帯電体を近づけたり離 に興味を示す。、 。
導 したりするなどの操作を行 関心・意欲・（

う。はくが開いたり、閉じ 態度）
入 たりする様子を見せて、興

味・関心をもたせる。
・帯電体を金属板に近づける ・現象を考察しよ

５ とはくが開く様子を見さ うとしている。
分 せ、なぜそうなるのか考え 思考・判断）（

させる。

・帯電現象、静電誘導、 ・はく検電器のはくがなぜ開 ・演示実験の現象を板書し、 ・帯電現象、静電
静電力 いたのかを、帯電現象、静 帯電現象、静電誘導と関連 誘導について理

電誘導と関連付けて理解す 付けて分かりやすく説明す 解している。
る。 る。 ・電荷間に働く力

・静電力について理解する。 ・点電荷の概念について説明 について理解し
する。同種または異種の電 ている。
荷間に働く力について説明 （知識・理解）

展 する。
・２つの異なる物体を摩擦す ・物体の組み合わせにより、 ・物体の組み合わ

開 ると、物体の組み合わせに 帯電する電荷の性質に違い せにより、帯電
より帯電する電荷の性質に が出ることを説明する。 する電荷の性質
違いがあることを理解する ・適宜、全体に発問し意欲を が違うことを理。

促すようにする。 解する。
（知識・理解）

・積極的に発問に
・難易度により内容が３段階 ・教科書、ノートを参照させ 答える （関心・。

に分かれている「プリント る。 意欲・態度）
教材」に取り組む。 ・１段階の問題から取り組ま ・意欲的に取り組

40 せ、生徒の理解度に応じて んでいる。
分 適宜２・３段階に取り組ま （関心・意欲・

せる。 態度）
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・机間指導の中で、必要に応 ・他の生徒に分か
じて助言をする。 りやすく教えて

・生徒同士に、教え合いを促 いる。
したりする。 （技能・表現）

ま ・本時のまとめ ・プリントを提出する。 ・本時のまとめをし、次回の ・本時の学習内容
。と 内容を予告する。 を確認している

め ・自己評価シートに記入する ・提出されたプリントの扱い （知識・理解）。
５ について説明する。
分

イ １回目の検証授業の結果

、 。演示実験を実施し 開発したプリント教材を活用した班の生徒の方が理解度が高かった

(ｱ) はく検電器による演示実験

本時の授業では「静電気」の導入として、授業

のはじめに「はく検電器」を用いた演示実験を行

った。生徒は演示実験の際、教卓の周りに集まり

非常に興味深く観察していた。演示実験後、生徒

は「なぜ？はくが開くのか」と質問するなど、関

心を示していた。はく検電器に帯電体を近づける

ことにより、はくが動く演示実験を行ったことが

生徒の意欲をもたせたと考える。

(ｲ) プリント教材への生徒の取り組み

生徒は、本時の内容を振り返り、それを確認するようにプリントの問題に取り組んた。

生徒には１段階－初歩的で最低限理解してほしい内

容、２段階－その単元の目標に当たる内容、３段階

－発展的な内容、の３段階に分類していることと、

全員が２段階まで理解するのを目標にしていること

を伝え、１段階から解答するように指示した。

１・３段階の問題は５問ずつ、２段階の問題は８

問の計 問出題した。分からない所は教科書やノー18

トで調べたり、質問するなど、各生徒が自己の理

解度に応じて解答する姿勢が見られた。

(ｳ) １回目の検証授業のプリント教材の評価結果

図３に示すように１・２段階の問題につい

ては全員が取り組み、ほとんどの生徒が理解

しており、平均点は （ 点満点に換算）7.83 10

と高い得点を得ていることから、本単元の目

標を達成できたと考える。また、発展的な内

容の３段階の問題には、８割の生徒が取り組

み平均点と正解率が良かった。

図１ はく検電器による演示実験

図２ プリント教材に取り組む様子
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正解数 不正解数 未解答

図３ １回目検証授業プリント教材の結果
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(ｴ) １回目の検証授業の自己評価シートの結果

図４ １回目検証授業 自己評価シート結果（前半の班） 図５ １回目検証授業 自己評価シート結果（後半の班）

自己評価シートは、前半の班の生徒にも回答してもらっている。

前半の班と後半の班を比べると、授業に演示実験やプリント教材を用いた後半の班の方

が、回答でＡ「理解できた」とＢ「少し理解できた」の割合が高く、理解度が高いことが

分かる。

「 」演示実験やプリント教材を用いなかった班の自由意見の欄に 説明が少し分かりにくい

という回答もあった。目には見えない静電気を、演示実験などを行わずに教科書で説明す

るだけでは、生徒には分かりにくことが分かった。なお、前半の班については、後日、補

充的な学習を行い学習内容の理解を図った。

ウ 考察

演示実験やプリント教材を用いた後半の班は、意欲的に授業に取り組みプリントの正解

、 。数が高かったにもかかわらず 自己評価シートでは思ったほど良い評価が得られなかった

本時の学習内容を理解している生徒が多かったのを考えると、一応プリントを解答したも

のの、自信をもって理解したと認識している生徒が少なかったと考えられる。

( ) ２回目の検証授業6

今回は静電気に関するクーロンの法則を中心に扱い、実際に計算する能力を養うことを目

標としている。授業の中で、計算を主とした内容のプリント教材に取り組ませた。また、今

回はプリント教材、自己評価シート共に別室で授業を行っている前半の班の生徒にも取り組

ませ、前回演示実験を行った後半の班と行わなかった前半の班でプリント教材の正解数や自

己評価シートの理解度についてどのような結果になるのか検証する。

ア 学習指導案

学習指導案
【科 目】 電気基礎

【単 位 数】 ２単位

【本科目のねらい】 電気に関する基礎的な知識と技術を習得させ、実際に活用する能力と態度を育てる。

【授 業 形 態】 １クラスを２班に分割

【授 業 ク ラ ス】 電気科第２学年１組 後半の班 １３名

【実 施 日 時】 平成１６年１０月４日（月） 第６時限目 １４：２５～１５：１５

【単 元】 静電気

【本時のねらい】

・前の時間に扱った帯電現象、静電誘導、静電力について復習する。

・点電荷の概念について理解する。

・２つの点電荷の間に働く静電力の向きと大きさについて計算ができるようにする。
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【評 価 規 準】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

本時の学習内容に関心をも 静電気に関する諸問題の解 静電気に関する基礎的な技 静電気に関する基礎的な知

ち、意欲的に授業に取り組 決を目指し、基本的な知識 術を身に付け適切に処理す 識を身に付け、工業の意義

でいる。 を活用し適切に判断してい るとともに、その成果を的 や役割を理解している。

る。 確に表現する。

【指導法の工夫】

・生徒による自己評価を取り入れ、授業後に自己評価シートを実施し、生徒の理解度・到達度を確認する。

・生徒が積極的に授業に取り組める展開にする。

・ 個に応じたプリント教材」に取り組むことにより、本時の授業の理解度を確認する。「

指導内容 学習活動 指導上の留意点 評価

導 ・本時の学習内容の説明 ・帯電現象、静電誘導、静電 ・前時間のはく検電器を用い ・前時間の学習内
・前時間の学習内容の確 力について復習する。 た演示実験を思い出させ 容を確認し、本

入 認 る。 時の内容に関心
５ ・帯電現象、静電誘導、静電 をもつ （関心・。
分 力の意味を確認する。 意欲・態度）

・点電荷 ・点電荷の概念について理解 ・点電荷の概念について、電 ・点電荷の概念に
する。 荷及び電気的性質 正・負 ついて理解して（ ）

と関連付けて分かりやすく いる。
説明する。 知識・理解）（

・静電気に関するクーロ ・クーロンの法則を理解し、 ・電荷間に働く静電力は両電
ンの法則 ２つの電荷間に働く静電力 荷の積に比例し、距離の２

の大きさと向きを求められ 乗に反比例することを理解
るようにする。 させる。

・例題を通してクーロンの法 ・クーロンの法則
展 則の適用方法について理解 を用いて、２つ

させる の電荷間に働く
開 ・接頭語の換算、指数の入力 静電力の大きさ

に気を付けて計算を行わせ と向きを求める
る。 ことができる。

・適宜、全体に発問し意欲を 思考・判断）（
促すようにする。

・難易度により内容が３段階 ・教科書、ノートを参照させ ・意欲的に取り組
40 に分かれている「プリント る。 んでいる。
分 教材」に取り組む。 ・１段階の問題から取り組ま （関心・意欲・

せ、生徒の理解度に応じて 態度）
適宜２・３段階に取り組ま
せる。

・机間指導の中で、必要に応 ・他の生徒に分か
じて助言をする。 りやすく教えて

・生徒同士に、教え合いを促 いる。
したりする。 （技能・表現）

ま ・本時のまとめ ・プリントを提出する。 ・本時のまとめをし、次回の ・本時の学習内容
。と 内容を予告する。 を確認している

。 ）め ・自己評価シートに記入する ・提出されたプリントの扱い 知識・理解（
５ について説明する。
分

イ ２回目の検証授業の結果

前回と同様に演示実験を行った班の方がプリント教材の正解率が高く、理解度も高いと

いう結果が得られた。

(ｱ) ２回目の検証授業のプリント教材の評価結果

プリント教材は、静電気に関するクーロンの法則を主体とする計算問題を出題した。問

題の作成にあたり、生徒が解答する時間を考えて、各段階の問題数は１問ずつとした。

図７に示すように１回目の検証授業で演示実験とプリント教材を用いた班の平均点は

点（ 点満点に換算）を得ていることから、本単元の目標を達成できたと考える。6.41 10

２段階の問題は、クーロンの法則を用いて静電力と向きを計算する問題であるが、後半

の班は前回の授業で、はく検電器による演示実験を観察し、プリント教材に取り組んだこ

、 。とにより授業に対する意欲が高まり それが内容の理解と定着に結び付いたと考えられる
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３段階の問題は、クーロンの法則を式変形し、一方の点電荷Ｑ を求めるという問題であ２

る。正解者は前半の班で０名、後半の班で２名であった。後半の班の正解者には多少のア

ドバイスはしたものの生徒は自力で解いていた。

(ｲ) ２回目の検証授業の自己評価シート結果

演示実験とプリント教材を用いた班は、１回目の授業と同様に、理解度が高いことが分

かる。しかし、今回からプリント教材を活用した学習を行った生徒たちも１回目の自己評

価シート結果と比べるとＡとＢの割合が確実に増えており、プリント教材に取り組むこと

により理解度が上がったものと考えられる。なお、前半の班については、１回目と同様に

後日、補充的な学習を行い学習内容の理解を図った。

ウ 考察

図９に示すように、演示実験とプリント教材を用いた後半の班の ％以上の生徒が自60

己評価シートのすべての設問に対してＡ「理解できた」やＢ「少し理解できた」の肯定的

な評価をしており、理解度が高いことが分かった。しかし、プリント教材の正解率が良か

ったのにもかかわらず、自己評価シートの結果からは、こちらが期待しているほどの理解

度は見られなかった。これは、プリント教材に取り組んだ際に、その授業中に模範解答を

示さずに回収してしまったことに原因があると考えられる。このことは、生徒の自己評価

シートの感想に「プリントの解答が正解なのか不正解なのか、分からない」と書いている

ことから、正しく自己評価ができないでいたことが伺える。

(7) ３回目の検証授業

２回目の検証授業の状況を踏まえて、３回目の検証授業を行った。

内容は 「電束」という用語の定義と「電束密度」の計算について授業を展開した。今回、

はプリント教材を扱わないで授業を展開し、授業の最後に自己評価シートだけ実施すること
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図８ ２回目検証授業 自己評価シート結果（前半の班） 図９ ２回目検証授業 自己評価シート結果（後半の班）

図６ ２回目検証授業 プリント教材の結果（前半の班） 図７ ２回目検証授業 プリント教材の結果（後半の班）
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。 、 、にした １回目 ２回目ともにプリント教材に取り組んだところ生徒の理解度が良かったが

プリント教材を扱わない場合、生徒の理解度がどのように変化するかをみるねらいがある。

ア 授業の様子

２回目と３回目の間に中間考査があったため、少し期間があいてしまった。このため、

前回の学習内容を授業の導入で確認したところ、学習内容の把握が不十分な生徒が多く見

受けられた。

イ 計算問題の取組み

全員に対してプリント教材の２段階（その単元の目標に当たる内容）に相当する計算問

。 、 、 、題を１問出題した 当初は時間を区切って取り組ませ 途中 教員からの支援は行わずに

最後に模範解答を示す予定であった。しかし、生徒が分からない点について質問してくる

など、全体的に積極的に取り組む姿勢がみられたので、教員は机間指導をしながら生徒へ

の質問に対応した。教員が模範解答後に生徒の解答を確認したところ、 名中８名が正11

解であった。

ウ ３回目の検証授業の自己評価シート結果

前述のようなことから生徒の理解度は高く、Ａ「理解できた」とＢ「少し理解できた」

の割合は２回目の検証授業よりも高くな

った。出題した問題の正解した生徒が多

く、授業時間内に模範解答を示したこと

でＡとＢの割合が高くなったと考える。

このことから、授業時間内に模範解答を

示していくことが大切であることが分か

った。

エ 考察

教員は、今回のように１問だけの出題による評価では、生徒に応じた理解度を把握する

。 、 、ことは容易ではない このことから生徒の理解度を把握し 授業改善を行っていく上でも

３段階に分けて出題する個に応じたプリント教材は、有効的であると考えられる。

(8) ４回目の検証授業

３回実践してきた結果から、個に応じたプリント教材に取り組ませ、その授業中に模範解

答を示した場合、生徒の理解度はどのようになるのかを検証することにした。

ア 生徒の様子

授業の導入で、前回までの学習内容を生徒に確認したところ、積極的に回答する姿勢が

見られ学習内容の定着度が高いことが分かった。

イ ４回目の検証授業のプリント教材の評価結果

プリント教材は、電束密度を求める計算問題とした。１・２段階の問題は２問ずつ、３

段階の問題は１問の計５問出題した。図 に示すように平均点は 点（ 点満点に換11 8.0 10

算）と、かなりの高得点であった。全問正解者は２名いた。

、 、 。１段階の問題は 電束密度を求める公式を書く基本的な問題であり 全員正解であった

２段階の問題は、電束密度を計算する問題であるが、９名中７名が全問正解、２名が１
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問正解であった。３段階の問題は、多くの生徒が苦手とする式変形を伴う計算問題である

、 、 。が 正解者は２名で 正解には至らなかったものの５名の生徒が途中まで取り組んでいた

ウ ４回目の検証授業の自己評価シート結果

Ａ「理解できた」とＢ「少し理解できた」の割合が高かった３回目の授業と比べて、さ

らにＡとＢの割合が高い結果となった。Ｄ「理解できなかった」と回答する生徒が１名も

いないことから、理解度が高かったことが分かる。

エ 考察

プリント教材を実施し、模範解答を示したことで、生徒自ら学習達成度を確認するとと

もに、正しく自己評価ができたことから理解度が高まったと考えられる。

( ) まとめ9

プリント教材の効果を検証するために４回の検証授業を通して、次のことが分かった。

ア プリント教材の内容を３段階に分け、個に応じたプリント教材にすることで、生徒は意

欲をもち理解度が高くなる。

イ 授業の中でプリント教材の模範解答を示すことにより、生徒の理解度が高くなる。

ウ プリント教材の内容を３段階に分け、個に応じたプリント教材にすることで、教員は個

々の生徒の理解度を容易に把握することができるとともに、個に応じた指導をより一層効

果的に行うことができる。

エ プリント教材の実施後に自己評価シートを行うことで、教員はその後の授業の工夫・改

善に役立てることができる。

個に応じたプリント教材の作成に要する時間は、従来のプリント教材を作成する時間と比

べて大きく負担となるものではない。また、教員は個に応じたプリント教材を作成していく

中で、授業で指導するねらいや内容をより明確にすることができ、一層充実した授業を展開

することになる。

４ 今後の課題

簡単な構造の電気機器を説明する単元などは、３段階に分けるプリント教材は作成しにく

いことも考えられる。このため検証を通して、より適切な教材に改善を図る必要がある。ま

た、プリント教材の効果的な活用を図るためには、まとめとして模範解答を示す必要がある

とともに、自己評価シート等による評価活動を授業に位置付けられるよう、指導計画の改善

・充実を図っていくことが大切である。
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Ⅴ 実践事例３ 商業教育における個に応じた指導法の研究

－自学・自習できる教材を活用した個に応じた指導法について－

１ はじめに

、 、 、高校に入学して初めて学ぶ専門科目は 個々の生徒に苦手意識がなく 学習意欲を喚起し

勉学に対する自信をはぐくむ上でよい機会である。特に商業科目は資格取得の可能な科目が

多数あり、学習の成果として資格取得を目指すことができる。その過程で基礎・基本を習得

し、学習することの楽しさを体感するとともに、資格取得に伴う達成感や成就感により、自

信がもてるようになる。このことを踏まえて、商業に関する専門的な知識・技能を身に付け

させるとともに、自ら学ぶ意欲を高め習熟度別学習に対応する個に応じた指導法の研究に取

り組むことにした。

２ 課題把握までのプロセス

本研究で生徒に対して行ったアンケート結果によると 「自分の学習内容に応じた授業を、

受けたい 「分かるまで繰り返し学習したい 「補充的な学習（補習）や発展的な学習が必」 」

要だと思う 「自学・自習ができるプリントや教材があればいいと思う」という質問に対し」

て 「とてもそう思う」と「そう思う」合わせた肯定的な回答をしている生徒が約 から、 70%

約 と高い値であった。90%

一方 「宿題は必要であると思う」という質問に対して 「とてもそう思う」と「そう思、 、

う」合わせた肯定的な回答をしている生徒が約 と低い値であった。また 「学校外での30% 、

」 、 、学習はどれくらいですか？ という質問に対して 一日当たりの学習時間０時間は約 ％56

一週間当たり０時間が約 であり、非常に多くの生徒が学校以外では学習していない状48%

況であった。

これらの結果を踏まえ、家庭や授業以外の学習習慣を確立させ、商業に関する専門的な知

識・技能を身に付けさせるとともに、自ら学ぶ意欲を高めることを目指すこととした。その

ため、家庭学習や授業以外の学習を容易にし、生徒一人一人の能力・適性、興味・関心に対

応できる教材の開発、習熟度別学習に対応する学習教材の開発を行うことにした。

これらのことが、生徒の興味・関心を引き出すとともに、一人一人の個性を生かしてその

、 。能力を伸ばす指導となり 商業教育における個に応じた指導の充実につながるものと考えた

３ 改善に向けた取り組み

( ) Ａ商業高校における検証1

①検証授業実施校 Ａ商業高校 定時制課程 商業科

②実 施 科 目 「情報処理 （生徒： 名）」 24
③授 業 単 元 関数の活用

④授 業 の 構 想 本単元では、表計算ソフトの関数の活用について、各生徒が資格取得の目標としている全国商業

高等学校協会主催 情報処理実務検定試験の範囲を学習する。主に、統計関数、検索・行列関数、

データベース統計関数を中心に実習させ、習熟度別学習に対応する学習教材を活用することで、個

に応じた指導につなげる。

⑤指 導 計 画 単元総時間数８時間（２時間連続授業、授業回数４回）

１回目 習熟度別学習に対応する学習教材説明、 実習ファイル教材の配布（統計関数）.
２回目 １回目の実習ファイル教材の進行状況確認
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新たな実習ファイル教材の配布（検索・行列関数）

３回目 ２回目の実習ファイル教材の進行状況確認

新たな実習ファイル教材の配布（データベース統計関数）

４回目 ３回目の実習ファイル教材の進行状況確認

新たな実習ファイル教材の配布（総合演習問題）

アンケート実施

「情報処理」の授業で行う、表計算ソフトを利用した作表では、生徒によりデータ入力に

要する時間が異なり、そのことが授業の進度に大きく影響する。

このことから、生徒の作表能力に対応できるよう、個に応じた指導の一つとして、家庭学

習や授業以外の学習を容易にする教材及び習熟度別学習に対応する学習教材を開発して、検

証授業を行った。

ア 家庭学習や授業以外の学習を容易にする教材の開発

「情報処理」の授業では、図１の共有ドライブ内の生徒フォルダに、図２の各科目のフォ

ルダを作成し、フォルダ内に生徒一人一人のフォルダを作成して、授業で利用する教材すべ

てを電子ファイルで配布する。

図１ 共有ドライブ内の生徒フォルダ 図２ 各科目のフォルダ

図３に示すように電子ファイルにはシート内に解説を記入しておき、欠席した生徒や復習

したい生徒が、休み時間等の授業時間以外の時間を活用して、各自で学習できるように工夫

した。

授業の予習や発展的な内容を学習し

たい生徒には、発展的な内容の教材を

フォルダに配布した。各生徒の学習意

欲に応えられるように、電子ファイル

については、外部記憶メディアにコピ

ーしたり、プリンタで印刷したりして

家庭等に持ち帰ることも可能にした。

このような形式の授業ではセキュリ

ティの問題が生じる。特に設定を行わ

なければ、他の生徒のフォルダ内の電

子ファイルを開き、勝手に書き込み等

をすることも可能である。 図３ 生徒のフォルダに配布した電子ファイル
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このため本授業では、ネットワーク上のエチケットを説明した後、生徒全員が他の生徒の

フォルダを開くことが可能であることを伝え、他の生徒のファイルを操作することがないよ

うに指導した。問題が起こるようであれば、各生徒のフォルダにアクセス制限をかけること

や、表計算のシートに保護を設定する等の対策が考えられる。

イ 習熟度別学習に対応する学習教材の開発

配布する教材の電子ファイルには、３種類のシートと解答シートを用意した。

作表に要する時間の差が顕著に表れるのは、入力に要する時間である。入力に要する時

間の差を解消し、本時で初めて学習する表計算ソフトの機能や関数を、全員が揃って学習

できるようにするために、Ａ～Ｃの３種類のシートを準備した。生徒は、自分の判断で作

業するシートを選択できるようにした。

Ａ－すべてを生徒が入力し完成させるシート（図４）

Ｂ－ 程度入力してあり、残り を生徒が入力し完成させるシート（図５）30% 70%

Ｃ－ 入力してあり、残り を生徒が入力し完成させるシート（図６）70% 30%

図４ はじめから入力するシート 図５ 程度入力済みのシート 図６ 程度入力済みのシート30% 70%

実際の授業では、生徒はＡのシートを使い、授業時間が足りなくなってくるとＢのシー

トを使用するなど、各自が工夫して学習を行った。また、授業時ではＢやＣのシートを使

用している生徒が、休み時間や家庭学習ではＡのシートに取り組んでいることが、提出物

の内容や生徒の声から分かった。表計算ソフトの実習では、計算に必要となるデータをあ

る程度まで入力し終えてから、計算式や関

数の学習を始める。そのため、全員が揃っ

て学習できるようにするためには、データ

入力に要する時間の調整が必要である。

そこで、今回の習熟度別学習に対応する

学習教材を使うことにより、全員が同じ教

材を使用していたときに課題であった、時

間内に十分できる生徒や、授業内では入力

が終わらない生徒がいなくなった。

図７ 習熟度別学習に取り組んでいる様子
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( ) 実践結果と考察3

検証授業の事前と事後に行った、生徒の「授業に関する意識調査アンケート」の結果を図

８に示す。

図８ Ａ商業高校における授業に関する意識調査結果

10検証授業の事前と比較して、事後における生徒の授業に関する意識は、あてはまるを

点、まああてはまるを 点、あまりあてはまらないを 点、あてはまらないを 点とし6.6 3.3 0

て各点数を乗じて合計し、 点満点に換算した。10

「１ 授業の予習をしてきている 「２ 授業の復習をしている 「３ 宿題はきちんとやっ」 」

ている」の質問では平均値が上昇しており、授業以外の学習や家庭学習に取り組む姿勢がみ

られた。

また、家庭学習や授業以外の学習を容易にする教材を提供したことで家庭学習の時間が、

１日当たり、 時間から 時間へと大幅に増加している。さらに、家庭学習を全くし0.24 0.95

ていない生徒の割合も、 から へと大きく減少した。66.9% 18.2%

「４ 授業は楽しい」の質問に対して 「あてはまる」と「まああてはまる」の肯定的な回、

答をしている生徒が から へと増加した。また 「５ 授業に興味・関心をもって56.2% 95.5% 、

いる」の質問に対して 「あてはまる」と「まああてはまる」の肯定的な回答をしている生、

徒が から へと増加した。さらに 「６ 授業の内容が理解できている」の質問に65.7% 95.4% 、

対して 「あてはまる」と「まああてはまる」の肯定的な回答をしている生徒も、 か、 64.3%

ら へと増加している。これらのことから、家庭学習や授業以外の学習を容易にする教86.4%
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材及び習熟度別学習に対応する学習教材の活用により、授業の理解度が高まったと考える。

90%「 」「 」 、７ 授業のレベルは適当である ８ 授業の進み方は適当である の質問に対して

以上の生徒が適当であると回答している。

これらのアンケートの結果から、家庭学習や授業以外の学習を容易にする教材及び習熟度

別学習に対応する教材を活用することが、生徒の興味・関心を引き出すとともに、一人一人

の個性を生かしてその能力を伸ばす 「個に応じた指導」につながったと考えられる。、

( ) Ｂ商業高校における検証2

①検証授業実施校 Ｂ商業高校 定時制課程 商業科

②実 施 科 目 「簿記 （生徒９名）」

③授 業 単 元 特殊商品売買の取引 (ｱ)未着商品売買(ｲ)委託販売(ｳ)割賦販売

④授 業 の 構 想 本単元では、特殊な商品売買の取引について学習する。商品売買業における様々な売買形態（未

着商品売買・委託販売・割賦販売）の仕組みの理解と仕訳の徹底を図り、収益・原価概念などの理

論上の内容も理解させる。授業外学習、家庭学習を容易にする学習教材を活用することで、生徒一

人一人の個性を生かしてその能力を伸ばす、個に応じた指導につなげる。

⑤指 導 計 画 単元総時間数７時間（１時間授業４５分）

「簿記」の教科指導を行う中で、簿記に必要な用語などの理解が不十分なことから、帳簿

に記帳することや、帳簿のその後の処理ができないなどの課題に直面した。その改善策とし

て、生徒が家庭学習など学校の授業外での学習を促せるようにプリント教材を工夫すること

で、家庭での学習が授業で生かされることにより、生徒が授業の学習内容を理解しやすくな

るとともに、生徒の興味・関心を高められると考えた。

そこで、家庭学習の習慣をほとんどもたない生徒たちに家庭学習を促し、学習への興味・

関心を高めるための予習用教材の開発と指導法の工夫を行った。

ア 予習用教材の開発

生徒が自分の力で学習に取り組むことが可能になるように、学習内容と分量などを工夫

し、図９のようなプリント教材を作成した。学習単元は 「特殊商品売買の取引」を取り、

上げ 「収益・原価概念などの理論上の内容も踏まえた特殊商品売買取引の仕組みの理解、

と仕訳の徹底」とした。分量は、Ｂ４用紙プリント１枚程度で目標時間を 分とし、配15
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布する予習用教材を教科書、問題集等を参考に調べるといった生徒自身の事前学習を目指

した。内容としては、売買形式の流れを図解付きで調べさせることや、今後の学習に継続

的に必要となる勘定科目を確実に身に付けられるよう 回書くもので、まずは家庭で学10

習を行う習慣を身に付けさせることを目的とした。

イ 予習用教材プリントの授業での活用

教員は授業開始時に、生徒に課題として出した予習用教材プリントの実施状況をチェッ

クし、そのプリントを使用しながら進めていく。生徒は、予習用教材プリントで学習して

きた内容で授業が進められることから、予習用教材プリントの重要性を認識する。また、

、 、予習用教材プリントに記入した内容の間違えを確認することで 自己評価になるとともに

間違いの少ない予習用教材プリントを提出しようと努力することで、生徒の学習意欲を高

め、家庭学習の習慣を身に付けさせると考えた。

ウ 実務処理を目指したボールペン使用

予習用教材プリントの記入方法として、生徒にボールペンを使用させ、文字記入の丁寧

さや正確さを指導する。このことによって、生徒は実務的な帳簿記入の練習と合わせて、

一度記入した文字や数字は、消すことができず、自己の間違いを訂正した個所を確認でき

るとともに、自己評価につながると考えた。

、 、 、検証授業の結果 家庭での学習が授業に生かされることで 家庭学習の習慣が身に付き

図９ 予習用教材プリント
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より一層の学習内容の習熟が図られ

ると考えられる。

予習用教材プリント提出にあたり、

教科書、問題集を写してきただけの

ものもあったが、生徒全員が予習課

題を家庭で取り組む姿勢が見られた。

生徒からは 「量的に多くなければや、

る自信がある」という声もあった。

検証授業事前と事後の生徒の様子

を比較してみると、授業中に生徒自

らが積極的にプリントにメモをするな 図 プリント教材に取り組んでいる様子10

ど、授業に参加する態度に変容が見られた。

( ) 実践結果と考察3

検証授業の事前と事後の生徒の「授業に関する意識調査アンケート」の結果を図 に示11

す。

図 Ｂ商業高校における授業に関する意識調査結果11
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アンケート結果を分析すると 「あてはまる」と「まああてはまる」の肯定的な回答をし、

ている生徒の値がほとんどの項目において上昇している。また 「１ 授業の予習をしてき、

ている」が から 「２ 授業の復習をしている」が から 「３ 宿題は0.0% 77.8% 11.1% 77.8%、 、

きちんとやっている」が から へと高まっており、予習用教材プリントの成果が66.7% 77.8%

伺える。

このように生徒が自力で取り組める家庭学習や授業以外の学習を容易にする教材の提供

0.3は、家庭学習時間の変化にも顕著に表れ、１日当たりの学習時間は事前と事後において

時間から 時間へと大幅に増加している。また、家庭学習を全くしないという生徒の割合0.8

も から へと大きく減少した。55.6% 0%

「６ 授業の内容が理解できている」の質問での平均値は 点から 点に 「５ 授業へ7.4 9.3 、

の興味・関心をもっている」が 点から 点へと上昇している。このことから、家庭学6.3 7.0

習の習慣が身に付いたことで、授業の理解度が高まったと言える。

「４ 授業は楽しい 「９ 授業に積極的に取り組んでいる」は、それぞれ 点、 点で」 8.5 8.9

あり、高い意識が読み取れる。

8.9また 「７ 授業のレベルは適当である 「８ 授業の進み方は適当である」に対しても、 」

点であり、ほぼ全員が満足している結果となった。

教員が、家庭学習や授業以外の学習を容易にする教材の開発と活用、習熟度別学習に対応

する学習教材の開発を実践することにより、生徒は、学習に対する興味・関心が高まり、授

業に対して主体的に取り組み、授業内容の理解が深まり達成感を味わうことができたことか

ら「個に応じた指導」につながったと考えられる。

４ 今後の課題

習熟度別学習に対応する学習教材や予習用教材のプリントを活用し、指導方法を工夫する

することで、生徒一人一人の能力・適性、興味・関心に対応し、生徒の学習意欲を引き出す

ことができた。今後は、生徒の学習に対する理解度や到達度を把握するために本研究で実施

した「授業に関する意識調査アンケート」などの評価活動を継続的に行うとともに、評価内

容や評価方法を工夫することで、少人数授業や習熟度別授業等で活用する教材や指導法を改

善することが必要である。

５ Ｃ商業高校におけるメールマガジンによる取組み

「メールマガジン （以下メルマガ）は、民間企業や公的機関、各種教育機関の有力な情」

、 。報提供ツールとして広く普及しており サイトよりも積極的な情報提供が可能であるWeb

そこで、生徒や保護者に積極的に情報提供を行うことによって学校と家庭の連携を強化する

とともに、生徒の学習活動を支援することを目的としてメルマガの活用を行った。

( ) 概要1

平成 年２月９日より試験的に配信し、同年２月 日より第２学年の生徒と保護者に対16 27

して配信を開始した。メルマガの配信までの流れを図 に示した。また、次のような内容12

で、情報の配信を行った。
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Ⅵ 事例研究 情報系の教材を活用した個に応じた指導法について

１ 目 的

生徒及び教員に行ったアンケート調査の結果分析から、生徒は「自分の学習内容の理解に

」 、「 」 。応じた授業 を望み 自学・自習できる教材 を必要と感じていることなどが把握できた

また、実施してほしい授業形態として「パソコンを使い自分のペースで問題を解いていく授

業」について 「とても思う」と「そう思う」の肯定的な回答が約 ％を占めることに着目、 67

し、農業・工業・商業に共通する情報系科目において、個に応じた指導法が可能な教材を開

発し、教材による連携を図ることとした。

２ 教材開発

農業・工業・商業に共通する基礎科目から

学習題材を検討し、情報系科目からプレゼン

テーションに関する教材を開発することとし

た。

教材開発は、インターネット上で無償でダ

ウンロードができるオーサリングツールを用

いて、図１に示すプレゼンテーションの作成

方法を学習する教材を作成した。

オーサリングツールは、静止画像をはじめ

ビデオ画像や音声など、様々なディジタル要

素を取り込むことが可能で、学習支援教材を
図１ 授業実践と教材の画面

作成することができる。作成した教材は、ブ

ラウザを用いて、学習場面を選択できることから個に応じた学習が可能である。作成した教

材を農業・工業・商業の各学校の授業で活用し、アンケートを実施して評価した。

３ 授業実践

開発した教材は 「プレゼンテーションの、

概要」から 「プレゼンテーションソフトの、

」「 」操作方法 プレゼンテーションの実施方法

などのコンテンツで構成され、学習場面を

選択することができる。

この教材の特徴は、プレゼンテーション

ソフトの画面と合わせて、音声による解説

が行なわれることである。

作成した教材をコンピュータ教室のサー

バに保存することで、図２のように生徒一

人一人が必要なところを必要なコンテンツを 図２ Ｂ工業高校での授業実践

必要なときに、自分の学習進度に合わせて学習できるようにした。
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４ 農業・工業・商業３校の実践授業におけるアンケート集計結果

授業後に行ったアンケートの集計結果は、図３のとおりである 「自分の学習進度に合わ。

」「 」せた学習ができましたか この様なコンピュータを使った授業を今後も受けてみたいですか

の設問に対しては、それぞれ約 ％、約 ％の生徒が肯定的な回答をしている。また、生徒55 64

からは 「図や絵などが内容にあっていて、見やすく分かりやすい 「繰り返し見られるので、 」

」 。 、 。よい などの肯定的な意見が出された このことから 開発した教材の有効性が認められた

図３ 農業・工業・商業３校のアンケート結果

５ まとめ

農業・工業・商業の３校で行われた検証

授業のアンケート結果から、使用するコン

ピュータの性能と作成された教材ソフトウ

ェアの容量などの課題や、操作の不慣れか

らくる不満もみられた。しかし、生徒に行

ったアンケートの集計結果から、生徒それ

ぞれの進度に合わせた学習ができ、半数以

上の生徒がプレゼンテーションソフトの操

作方法が理解できたことが伺える。

今回使用したオーサリングソフトを用いた 図４ Ｄ商業高校での授業実践

教材など、農業・工業・商業に共通する教材を開発して連携を図ることは 「個に応じた指、

導」の充実を図る上でも重要であると考えられる。
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Ⅶ 成果と課題

１ 研究の成果

、「 」本年度の高等学校農業・工業・商業部会は 産業教育における個に応じた指導法の研究

を共通の研究テーマに設定し、研究に取り組んだ。そして、農業・工業・商業のそれぞれの

専門教育の課題を明らかにするとともに、テーマを設定し、アンケート調査及び検証授業を

行うことで研究の実証を行った。

農業では、授業において「自己評価シート」を導入することで、生徒一人一人の学習の定

着に大きな支援となることが実証された。

工業では、プリント教材の内容を３段階に分け、個に応じたプリント教材にすることで、

個に応じた指導を一層効果的に行うことができるとともに、プリント教材の実施後に自己評

価シートを活用することで、次時の授業の工夫・改善に役立てられることが実証された。

商業では、授業外学習を容易にする教材及び習熟度別学習に対応する教材を開発し、活用

するで生徒一人一人の個性を生かすとともに、その能力を十分に伸ばす個に応じた指導につ

ながることが実証された。

これらの検証授業等を通して 「生徒が専門教科の基礎的・基本的な知識や技術の学習到、

達度を継続的に自ら確認するために 『自学・自習できる教材』や『プリント教材』を活用、

するとともに、生徒による自己評価や授業評価を行うなど、生徒に個に応じた指導の充実を

図ることで、生徒一人一人の能力・適性、興味・関心に対応した専門高校が期待する生徒が

育成されるであろう 」という仮説を立証するとともに 「産業教育における個に応じた指。 、

導法の研究」について、その具体的な指導法等を研究の成果として提示することができた。

事例研究では、共通する情報系の授業に着目して、オーサリングツールを利用したプレゼ

ンテーションソフトの使い方の教材を作成した。その教材を農業・工業・商業の各学科の授

業で使用し、個に応じた指導の教材として活用した。

化が急速に進んでいる中で、 機器を有効活用した 教材や などの授業IT IT Web e-Learning

形態へ発展させていく、一つの事例研究と考えた。

２ 今後の課題

これまで専門高校では、学習指導要領の改訂や都立高校改革により、生徒の新しい学力観

及び評価観に基づき能力・適性、興味・関心を引き出すために、少人数授業や習熟度別授業

などの授業を展開するとともに、実験・実習等の授業で様々な工夫を重ねてきた。生徒の能

力・適性、興味・関心、進路希望の多様化が一段と進んでいる現在、生徒一人一人の進路希

望や学習希望等に答えていくためには、個に応じた指導法の充実が必要不可欠である。

今後も定期的に生徒へのアンケート調査等を実施し、生徒の声を取り入れながら、個に応

じた指導が一層充実するよう常に授業改善を行わなければならない。また、このことが産業

教育における個に応じた指導の一層の充実につながり、多様化した生徒の興味・関心を引き

出し、一人一人の個性を生かしてその能力を十分に伸ばす指導法につながっていくと考えて

いる。
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都 立 田 無 工 業 高 等 学 校 栁 澤 力 也9

都 立 芝 商 業 高 等 学 校 早 田 智 洋1

都 立 市 ヶ 谷 商 業 高 等 学 校 渡 辺 孝 慈2

都 立 桐 ヶ 丘 高 等 学 校 ◎ 箭 内 謙 也4

都 立 第 五 商 業 高 等 学 校 藤 田 直 美10

◎世話人 ○副世話人

担当 東京都教職員研修センター 指導主事 金田 裕治

指導主事 永浜 裕之
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